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は
じ
め
に
 
 
初期の村上春樹は、
「デタッ
チメント」
の作家、
いわゆる
社会に
〈関
わ
り
〉
を
持
た
な
い
作
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
そ
れ
は
あ
る
程
度
は
事
実
で
あ
る
。
村
上
春
樹
が
積
極
的
に
日
本
の
社
会
や
歴
史
に
興
味
を
持
ち
、
そ
れ
に
つ
い
て
書
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
四
～
九
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
以
降
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
八
〇
年
代
に
書
か
れ
た
彼
の
幾
つ
か
の
作
品
、
特
に
短
編
に
お
い
て
あ
る
種
の
現
実
と
の
〈
関
わ
り
〉
を
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
事
実
だ
ろ
う
。
一
見
す
れ
ば
、
現
実
か
ら
完
全
に
切
り
離
さ
れ
超
自
然
的
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
村
上
の
初
期
作
品
に
お
い
て
も
、
既
に
、
我
々
の
現
実
、
そ
し
て
「
日
本
」
そ
の
も
の
への
〈関わり〉
が存在している。
一九八九年六月号の
『
par AVION 』
に
掲載された短編小説「ＴＶピープル」（題名「ＴＶピープルの逆襲」）は
、
こ
の
よ
う
な
村
上
の
初
期
の
現
実
と
の
関
わ
り
方
を
示
す
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
人
間
よ
り
「
い
く
ぶ
ん
小
さ
い
」
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
が
登
場
す
る
こ
の
幻
想
的
な
作
品
に
お
い
て
は
、
社
会
の
情
報
化
や
メ
デ
ィ
ア
の
普
遍
性
と
暴
力
性
と
い
っ
た
問
題
が
描
か
れ
て
お
り
、
一
九
九
〇
年
代
の
村
上
文
学
を
先
取
り
す
る
も
の
と
して重要 位置を占めていると思われる。
 
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
に
反
映
さ
れ
て
い
る
一
九
八
〇
年
代
の
日
本
社
会
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
重
要
な
指
摘
が
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
横
尾
和博（
１
）は
、
「
こ
の
物
語
は
現
実
に
起
き
た
出
来
事
で
は
な
く
、
主
人
公
の
頭
に
か
ぶ
せ
ら
れ
た
ヘ
ッ
ド
マ
ウ
ン
テ
ッ
ド
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
（
Ｈ
Ｍ
Ｄ
）
に
よ
り
、
主
人
公
「
僕
」
の
意
識
に
仕
掛
け
ら
れ
た
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
と
い
う
名
の
あ
る
シ
、
、
、
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
、
、
、
、
、
、か
も
し
れ
な
い
」
（
傍
点
原
文
）
と
論
じ
、
本
作
品
を
当
時
の
「仮想現実的の世界」
を描いた作品として読解する。
リヴィア
・
モネ（
２
）は
ま
た
、
「
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
村
上
作
品
の
多
く
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
世
界
に酷似した 世界と
電
脳
空
間
サイバー
スペー
スを作り
出し、現代日本や他の
情報社
会
の
支
配
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
不
平
等
な
社
会
関
係
に
対
す
る
際
立
っ
た
意
識
を
示
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
「
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
は
、
現
代
日
本
お
よ
び
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
情
報
文
化
全
般
に
お
け
る
「
人
工
的
現
実
」
の
Ｓ
Ｆ
化
に
基
づ
く
仮
想
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
」
た
物
語
だ
と
論
じ
る
。
他
に
は
例
え
ば
栗
坪
良樹（
３
）は
、
安
部
公
房
の
小
説
「
闖
入
者
」
（
一
九
五
一
年
）
と
の
共
通
性
に
着
目
し
、
「
〈
テ
レ
ビ
映
像
〉
効
果
に
私
た
ち
自
身
が
選
択
の
余
地
な
く
は
ま
り
込
ん
で
い
る
の
だ
」
と
述
べ
て
お
り
、
「
〈
サ
ブ
リ
ミ
ナ
ル
効
果
〉
〈
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
〉
、
何
と
で
も
小
器
用
な
表
わ
し
方
が
あ
る
に
し
て
も
、
村
上
春
樹
は
淡
々
と
そ
の
現
象
を
寓
話
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
」
と
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摘
し
た
。
矢
野
利裕（
４
）も
ま
た
、
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
達
が
表
象
し
て
い
る
「
資
本
主
義
的
「
圧
縮
」
」
と
い
う
、
同
時
代
的
な
要
素
を
重
視
し
な
が
ら
、
作
品
の
語
り
と
構
造
に
注
目
し
、
「
僕
」
は
テ
レ
ビ
の
中
か
ら
視
聴
者
に
向
け
て
語
り
か
け
て
い
る
と
考
え
、
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
は
読
者
を
も
含
む
「
螺
旋
構
造
」
を
持
つ
作
品である 興味深い指摘をした。
 
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
を
Ｓ
Ｆ
小
説
と
し
て
読
み
解
く
ア
プ
ロ
ー
チ
は
一
般
的
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
ス
ー
ザ
ン
・
Ｊ
・
ネ
イ
ピア（
５
）は
、
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
を
安
部
公
房
の
戯
曲
、
『
友
達
』
と
比
較
し
て
、
主
人
公
の
日
常
に
外
か
ら
闖
入
し
て
く
る
超
常
的
な
他
人
の
存
在
に
着
目
し
、
本
作
品
を
現
代
の
日
本
版
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
文
学
を
代
表
す
る
作
品
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。
日
常
的
な
舞
台
に
不
条
理
な
登
場
人
物
を
設
定
す
る
村
上
の
手
法
を
「
エ
ヴ
リ
デ
イ
・
マ
ジ
ッ
ク
」
と
呼
ぶ
中
村
三春（
６
）は
、
ネ
イ
ピ
ア
と
同
様
な
指
摘
を
し
て
い
る
が
、
中
村
は
村
上
の
文
学
を
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
関
連
づ
け
て
は
い
ない（
７
）。
日
本
で
は
村
上
春
樹
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
、
特
に
ボ
ル
ヘ
ス
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
野
谷
文昭（
８
）や
山
根
由
美恵（
９
）が
既
に
言
及
し
て
い
る
が
、
村
上
春
樹
の
作
品
に
お
け
る
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
中
心
に
し
た
研
究
は
極
め
て
少
な
い
。
従
っ
て
、
「
「幻想的
・
寓話的な奇抜な構想」
を全面に打ち出した村上春樹の
『ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
が
、
そ
れ
以
前
の
マ
ジ
ッ
ク
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
世
界
的
流
行
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
確
か
だ
ろ
う
（
後
略
）
」
と
述
べている福嶋
亮
大
（１０）
の指摘は重要で
あり、示唆に富む。福嶋
も既
に論じ
て
い
る
よ
う
に
、
村
上
の
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
は
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
て
き
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
多
少
の
相
違
点
は
あ
る
が
、
現
実
を
描
い
て
い
る
点
に
お
い
て
は
基
本
的
に
他
の
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
作
家
と
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
は
村
上
の
全
て
の
作
品
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
手
法
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
村
上
の
現
実
へ
の
関
わ
り
方
（
「
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
）
を
理
解
す
る
た
め
の
適
切
な視点だと考えられる。
 
従
っ
て
、
本
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
共
通
す
る
、
テ
ク
ス
ト
に
反
映
さ
れ
て
い
る
同
時
代
の
日
本
と
い
う
論
点
を
踏
ま
え
、
本
作
品
を
村
上
春
樹
の
実
体
験
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
よ
る
現
実
の
描
き
方
と
作
者の「コミットメント」について考察を行う。
 
 
一
、
現
実
を
描
く
技
法
と
し
て
の
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
村
上
春
樹
の
文
学
 
 
 
僕はリモコンをテーブルの
上に置き、
またソファーに座った。
そ
してガルシア
・マルケスの長い小説の続きを読もうと思
っ
た
（１１）
。（
第
七章）
 
本
作
品
に
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
代
表
者
で
あ
る
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
の
名
前
が
出
て
く
る
の
は
、
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
設
定
は
恐
ら
く
、
村
上
春
樹
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
、
そ
し
て
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
本
論
に
入
る
前
に
ま
ず
、
〈
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
と
い
う
用
語
の
定
義
、
ま
た
そ
の
特
徴
に
つ
い
て簡単に紹介し
よ
う
（１２）
。
 
都甲
幸
治
（１３）
が北米の作家ジュ
ノ・デ
ィアスの作品における
魔術的
リア
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
論
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
優
秀
な
中
南
米
文
学
研
究
者
た
ち
に
よ
る
半
世
紀
に
も
わ
た
る
紹
介
に
も
関
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
日
本
の
読
者
の
あ
い
だ
で
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
概
念
の
正
確
な
理
解
が
定
着
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
」
と
い
う
の
が
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
を
取
り
巻
く
現
状
で
あ
る
。
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 術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
関
し
て
論
じ
る
際
、
先
ず
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
河
野
至
恩
（１４）
が指摘した通り、魔術的
リア
リズムを、「この概念が
誕生
したラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
固
有
の
文
脈
か
ら
考
え
る
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
の
用
途
を
拡
大して、世界文学のタームとして考えるか、という問題」なのであり、そ
れ
に
対
し
て
、
研
究
者
た
ち
の
間
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
お
り
、
一
定
の
見
解
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
大
雑
把
に
言
う
と
、
文
学
評
論
に
お
い
て
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
ま
で
に
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
論
の
対
象
は
主
に
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
裏
づ
け
に
は
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
を
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
現
実
と
密
接
に
結
合
さ
せ
て
論
じ
た
キ
ュ
ー
バ
出
身
の
ア
レホ・カルペンティエールによる「驚異的現実」論（
lo real maravilloso 
americano ）が存在すると考えられる。
 
長編小説の『この世の王国』（原書
El reino de este mundo, 一九四九
年）の「
序文」において
カル
ペンティエ
ー
ル
（１５）
は、一九三四年に
訪問し
たハイチでは迷信が溢れ
てお
り、「驚異的なも
の
」
（１６）
に接しえた
と記し
て
い
る
。
そ
し
て
、
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル
の
説
に
よ
れ
ば
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
文
学
を
生
み
出
す
原
点
は
、
西
欧
の
合
理
主
義
を
離
れ
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
「
驚
異
的
現
実
」
に
他
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
代
表
者
で
あ
る
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
や
イ
サ
ベ
ル
・
ア
ジ
ェ
ン
デ
の
小
説
が
国
際
的
に
成
功
を
収
め
た
結
果
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
と
同
時
に
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
用
語
が
世
界
中
に
流
通
し
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
点
で
は
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
の
は
も
は
や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
に
限
ら
ず
、
日
常
的
な
要
素
と
非
日
常
的
な
要
素
を
混
合
さ
せ
る
特
定
な
文
学
技
法
と
し
て
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
批
評
と
結
び
付
け
ら
れ
、
サ
ル
マ
ン
・
ラ
シ
ュ
デ
ィ
や
ト
ニ
ー
・
モ
リ
ソ
ン
の
小
説
を
は
じ
め
、
世
界
文
学
の
タ
ー
ム
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な「広義の魔術的リアリ
ズ
ム
」
（１７）
論の枠組みのなか、魔術的
リア
リズム
は
日
本
文
学
に
ま
で
適
応
さ
れ
、
欧
米
の
研
究
に
お
い
て
村
上
春
樹
は
日
本
型
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
代
表
者
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
批
評
に
お
い
て
は
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
を
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
ま
た
は
北米をも含め、アメリカに限って論じることが研究の主流だと言える。一
方
で
、
こ
う
し
た
伝
統
的
な
視
点
か
ら
離
れ
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
概
念
を
日本文学、とりわけ村上春樹の文学に広げたのは、福嶋亮大で
あ
る
（１８）
。
 
福嶋
亮
大
（１９）
は、一九八四年に
刊行さ
れたパトリシア・ウォ
ーの『
メタ
フィクショ
ン
』
（２０）
を援用しつつ、魔
術的リアリズムを一九六
〇―
七〇年
代
に
お
け
る
「
文
学
の
「
現
実
観
」
の
変
遷
」
に
よ
っ
て
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
ほ
ぼ
同
時
に
生
ま
れ
た
新
し
い
文
学
手
法
・
新
形
式
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
福
嶋
に
よ
れ
ば
、
客
観
的
現
実
が
存
在
す
る
と
言
う
自
然
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
異
なり、メ
タフィクションにおいてリアリティというのは恣意的であり、
つ
ま
り
、
「
語
り
手
の
視
点
に
応
じ
て
随
意
に
構
成
さ
れ
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
文
学
的
状
況
を
変
え
た
の
は
「
客
観
的
現
実
の
地
平
が
液
状
化
し
て
い
る
状
況
を
、
奇
想
に
満
ち
た
「
寓
話
的
」
な
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
再
度
一
本
に
束
ね
直
し
た
」
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
は
具
体
的
に
「
す
べ
て
の
語
り
が
（
た
ん
な
る
観
念
と
し
て
で
は
な
く
）
現
実
的
に
虚
構
、
、
、
、
、
、
化
さ
れ
て
い
る
、
、
、
、
、
、世
界
を
寓
話
の
素
材
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
説
の
恣
意
性
が
抑制」（傍点原文）されたことであると福嶋は述べている。要するに、福
嶋
の
解
釈
に
従
っ
て
言
え
ば
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
、
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
対
し
、
絶
対
的
で
は
な
く
な
っ
た
リ
ア
リ
テ
ィ
を
、
新
し
い
観
点
か
ら
リ
ア
ル
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
特
定
の
文
学
的
方
法
で
あ
り
、
あ
る
種
の
リ
ア
リ
ズ
ム
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 な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
特
徴
で
あ
る
幻
想
的
な
要
素
もまた、作者が体験する現実を描写するための手法だと考えられる。
 
文
学
技
法
と
し
て
の
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
比
較
的
早
い
段
階
で
論
じ
たウェンディ・Ｂ・ファ
リ
ス
（２１）
もま
た、「魔術的リアリズム
はリ
アリズ
ム
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
融
合
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
中
で
前
者
が
優
勢
を
保
っ
て
い
る
」
と
定
義
し
た
。
少
々
単
純
す
ぎ
る
感
じ
も
す
る
が
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
におけるリアリズムの役
割を
正しく指摘している。ま
た、
ファ
リ
ス
（２２）
に
よ
れ
ば
、
幻
想
的
な
一
面
を
持
つ
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
物
質
世
界
の
存
在
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
物
語
は
現
実
的
な
枠
組
み
の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
く
だ
け
で
は
な
く
、
テ
ク
ス
ト
に
は
現
実
世
界
へ
の
様
々
な
言
及
（
reference ）
が包含されてい
るという。
さて、
ここで話を
「ＴＶピープ
ル」に戻そう。
 
「ＴＶピープル」の場合、現実への明快な言及としては〈沖縄旅行〉
の
他
、
頻
繁
に
出
て
く
る
雑
誌
名
『
エ
ル
』
や
『
家
庭
画
報
』
、
ま
た
は
「
ソ
ニ
ー
」
な
ど
の
固
有
名
詞
が
存
在
す
る
。
本
作
品
の
舞
台
に
関
し
て
は
、
固
有
名
詞
は
伏
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
以
上
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
実
存
物
、
ま
た
は
普
通
の
日
本
人
で
あ
る
「
僕
」
と
そ
の
妻
や
同
僚
た
ち
の
登
場
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
本
作
品
は
、
日
本
の
あ
る
モ
ダ
ン
都
市
、
い
わ
ゆ
る
現
実
的
世
界
を
モ
デ
ル
に
し
た
舞
台
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
現
実
的
な
枠
組
み
の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。
そ
し
て
、
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
の
場
合
も
他
の
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
作
品
と
同
様
に
、
こ
う
し
た
現
実
的
な
舞
台
に
突
然
、
非
日
常
的
な
要
素
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
種
の
虚
構
世
界
が
構
成
さ
れ
る
。
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
に
お
い
て
は
、
魔
術
的
な
要
素
（
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
）
が
〈
テ
レ
ビ
〉
を
媒
体
に
し
て日常的な世界に干渉する。
つまり、
「ＴＶピープル」
に
登場する
〈テ
レ
ビ
〉
は
、
そ
の
画
面
に
映
っ
て
い
る
画
像
（
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
）
が
、
外
側
の
世
界
（
「
僕
」
の
い
る
現
実
的
な
世
界
）
へ
出
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
自
ら
行
動
を
と
る
魔
術
的
な
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
は
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
手
法
を
用
い
た
作
品
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
続
い
て
は
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
手
法
に
よ
る
現
実
の
描
き
方
、
つ
ま
り
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
に
お
け
る
〈
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
に
つ
いて更に詳しく論じたい。
 
 
二
、
「
僕
」
に
内
包
さ
れ
る
〈
村
上
春
樹
〉
 
 これまでにも指摘され
てきた
よ
う
に
（２３）
、村上春 の場合、
魔術的
リア
リ
ズ
ム
の
手
法
を
用
い
る
動
機
と
し
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
存
在
し
て
い
る
。
周
知
の
通
り
、
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
は
一
九
八
九
年
に
、
村
上
の
イ
タ
リ
ア
滞
在
中
に
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
、
村
上
は
、
日
本
社
会
の
中
で
「
個
人
」
に
な
り
た
い
と
い
う
願
望
を
な
か
な
か
実
現
で
き
ず
に
無
力
感を感じ、八六年に日本
を離
れることを決断
し
た
（２４）
。八六年一〇
月に、
イ
タ
リ
ア
を
経
て
ギ
リ
シ
ャ
へ
引
越
し
、
一
時
的
な
帰
国
を
除
き
、
九
五
年
ま
で
の
約
八
年
間
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
て
き
た
。
こ
の
長
い
異
国
滞
在は村上自身のみならず、彼の文学にも大きな影響を与え 。例えば、短
編
集
『
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
』
と
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
遠
い
太
鼓
』
（
講
談
社
、
一
九
九
〇
年
）
は
、
日
本
を
出
て
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
過
ご
し
て
い
た
三
年
間
の
体
験
を
旅
行
記
の
よ
う
な
形
で
ま
と
め
て
い
る
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
当
時
の
村
上
が
抱
い
て
い
た
悩
み
を
明
確
に
語
っ
て
い
る
エ
ッ
セ
イ
集
で
も
あ
る
と
い
う
二
面
性
を
持
つ
重
要
な
作
品
で
あ
る
。
こ
の
『
遠
い
太
鼓
』
か
ら
浮
か
ん
で
来
る
村
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春
樹
像
を
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
の
「
僕
」
に
重
ね
合
わ
せ
て
読
ん
で
み
る
と
、
見
落
と
す
こ
と
が
で
き
な
い
幾
つ
か
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
の
冒
頭
で
は
、
日
曜
日
の
午
後
を
一
人
で
過
ご
し
て
い
る「僕」の精神状態は以下のように描写されている。
 
僕は日曜日の夕方という時刻を好まない。
（略）
日曜日の
夕方が
近づくと、僕の頭はきまって
疼うず
き始める。（略）
 
そして音が聞こえる。
いや、
音というよりはそれは分厚い沈黙が
闇の中で立てる軋みのようなものだ。
ッ
ク
ル
ー
ズ
シ
ャ
ャ
ャ
タ
ル
・
ッ
ク
ル
ー
ズ
シ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
タ
ル
・
ッ
ッ
ッ
ッ
ッ
ク
ル
ー
ズ
ム
ム
ム
ス
、
とそれ
は聞こえる。それがまず最初 徴候だ。（第一章）
 
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
の
「
僕
」
が
日
曜
日
の
夕
方
に
頭
の
疼
き
や
幻
聴
に
悩
ま
さ
れ
る
と
い
う
出
来
事
は
、
一
九
八
六
年
の
村
上
春
樹
の
精
神
状
態
と
共
鳴
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
遠
い
太
鼓
』
の
最
初
の
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
「
蜂
の
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
と
蜂
の
カ
ル
ロ
 
１
９
８
６
年
１
０
月
４
日
」
の
中
で
は
、
「
二
匹
の
蜂
は
僕
の
頭
の
中
を
ま
だ
ぶ
ん
ぶ
ん
と
飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
」
や
「
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
と
カ
ル
ロ
は
東
京
で
僕
の
脳
味
噌
を
刺
し
、
そ
れ
を
ぶ
よ
ぶ
よ
と
鈍
く
ふ
や
け
さ
せ
て
し
ま
っ
た
（
後
略
）
」
、
ま
た
「
ま
あ
い
い
さ
、
飛
び
ま
わ
り
た
い
ん
な
ら
好
き
な
だけ飛びまわればい 。ぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶんぶん」など、
「僕」
の状態を想起さ
せる箇所が幾つか書かれて
い
る
（２５）
。
さらに、
そ
の
次
の
エ
ッ
セ
イ
、
「
蜂
は
飛
ぶ
 
１
９
８
６
年
１
０
月
６
日
 
日
曜
日
・
午
後
・
快
晴
」
で
は
、
「
僕
の
頭
の
中
で
は
、
ま
だ
電
話
の
ベ
ル
が
鳴
り
響
い
て
い
る。それも蜂のたてる物音の一部なのだ。電話だ。電話が
鳴っている。
り
ん
り
ん
り
ん
り
ん
り
ん
り
ん
」
と太文字で記されており、
「僕」
の不安定
な
精
神
状
態
と
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
『
遠
い
太
鼓
』
の
中
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
こ
の
状
態
が
約
二
週
間
く
ら
い
続
い
た
後
、
村
上
は
日
本
を
出
る
前
か
ら
感
じ
て
い
た
疲
労
感
か
ら
一
時
的
に
解
放
さ
れ
た
と
い
う
。
翻
訳
や
小
説
を書き続けることによって、ある程度まで精神的に回復した村上だが、一
九
八
八
年
に
な
る
と
再
び
精
神
的
に
不
安
定
に
な
り
、
一
時
的
に
執
筆
も
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
の
一
九
八
八
年
は
「
空
白
の
年
」
と
し
て
『
遠
い
太
鼓
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
村
上
を
改
め
て
襲
っ
た
無
力
感
と
疲
弊
の
原
因
は
、
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
（
講
談
社
、
一
九
八
七
年
）
で
成
功
を
収
め
た
、
高
度
資
本
主
義
社
会
での彼自身の体験と関連してい 。
 
一
九
八
八
年
に
日
本
に
戻
っ
た
村
上
は
、
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
が
「
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
た
」
こ
と
に
大
変
驚
く
と
同
時
に
、
「
ひ
ど
く
孤
独
に
な
っ
た
よ
う
に
」
も
感
じ
て
お
り
、
「
表
面
的
に
は
何
も
か
も
が
う
ま
く
行
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
が
、
実
際
に
は
そ
れ
は
僕
に
と
っ
て
は
精
神
的
に
い
ち
ば
ん
き
つ
い
時
期
だ
っ
た
」
と
『
遠
い
太
鼓
』
（
「
１
９
８
８
年
、
空
白
の
年
」
）
に
お
い
て
語
っ
て
い
る
。
村
上
を
悩
ま
せ
た
の
は
彼
の
作
品
が
よ
く
売
れ
て
い
る
と
い
う事実ではなく、横尾
和
博
（２６）
が指摘
したように、「高度に発
達し
た資本
主義社会、消費社会のこの国で、文学も商品 一部でしかないという」発
見
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
海
外
か
ら
帰
っ
て
き
た
村
上
は
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
作
家
と
し
て
全
国
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
初
め
て
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
力
を
身
近
に
実
感
し
た
の
だ
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
体
験
は
「
高
度
資
本
主
義
社
会
」
を
批
判
的
な
目
で
見
て
き
た
村
上
に
と
っ
て
は
不
快
で
あ
り
、
悩
み
の
種
と
な
っ
た
た
め
、
日
本
で
の
短
い
滞
在
の
後
、
同
年
八
月
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
戻
っ
た
。
こ
の
体
験
の
影
響
で
新
た
な
作
品
の
執
筆
が
で
き
な
く
な
っ
た
村
上
で
あ
っ
た
が
、
翻
訳
作
業
を
そ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
に
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
九
八
九
年
に
は
再
び
小
説
を
書
け
る
よ
う
に
な
り
、
書
き
上
げ
た
村上春樹「ＴＶピープル」論
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 作品が他ならぬ「ＴＶピープル」である。
 
村上の回想によ
れ
ば
（２７）
、本作品のア
イディアを得たのは、
テレビ
のＭ
Ｔ
Ｖ
で
ル
ー
・
リ
ー
ド
の
『
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ラ
ッ
プ
』
と
い
う
歌
と
ビ
デ
オ
・
ク
リ
ッ
プ
を
ぼ
ん
や
り
観
て
い
た
時
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
ビ
デ
オ
の
内
容
で
村
上
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
「
奇
妙
な
か
っ
こ
う
を
し
た
二
人
の
男
が
、
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
大
き
な
箱
を
抱
え
て
街
じ
ゅ
う
を
歩
き
回
っ
て
い
る
、
わ
り
に
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
光
景
だ
け
だ
」
と
い
う
、
少
し
ぼ
ん
や
り
と
し
た
シ
ー
ン
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
ビ
デ
オ
の
正
確
な
内
容
は
「
段
ボ
ー
ル
の
箱
を
持
っ
た
男
は
三
人
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ー
ズ
の
人
間
を
、
そ
の
形
に
合
わ
せ
た
箱
に
次
々に梱包してい
く
」
（２８）
という、村上
が記憶している断片より
もう
少し奥
の
深
い
話
で
は
あ
る
も
の
の
、
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
と
は
明
ら
か
に
類
似
し
て
い
る。今井
清
人
（２９）
が論じているように
、「個人の特殊性を扱い
やす
い形態
に
固
定
し
て
か
き
集
め
一
つ
の
方
向
に
運
ん
で
い
く
」
こ
の
ビ
デ
オ
の
テ
ー
マ
は
そ
の
ま
ま
、
「
村
上
春
樹
を
疲
弊
さ
せ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
そ
の
声
を
崇
め
る
大
衆の構造のアナロジー」
として解釈することができる。
要するに、
「Ｔ
Ｖピープル」は作者自身がメディアを通して経験した大衆からの注目、そ
し
て
そ
れ
に
伴
う
圧
迫
感
を
寓
話
化
し
た
作
品
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い。
 
村
上
が
当
時
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
特
別
な
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
は
、
『
遠
い
太
鼓
』
の
最
後
の
エ
ッ
セ
イ
「
最
後
に
―
旅
の
終
わ
り
」
か
ら
も
明
確
と
な
る
。
一
九
八
九
年
の
秋
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
国
し
た
村
上
は
、
自
分
が
海
外
に
暮
ら
し
て
い
る
間
に
起
っ
た
日
本
社
会
の
変
容
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
ている。
 
た
だ
ひ
と
つ
僕
に
は
っ
き
り
と
言
え
る
こ
と
は
、
こ
の
三
年
の
あ
い
だ
に
日
本
の
社
会
に
お
け
る
消
費
の
ス
ピ
ー
ド
が
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
加
速
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
久
し
振
り
に
日
本
に
戻
っ
て
き
て
ま
ず
最
初
に
感
じ
た
の
が
そ
れ
だ
っ
た
。
僕
は
そ
の
凄
ま
じ
い
加
速
度
を
目
に
し
て
本
当
に
、
何
の
誇
張
も
な
く
た
だ
啞
然
と
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
思
わ
ず
立
ち
す
く
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
れ
は
僕
に
は
巨
大
な
収
奪
機
械
を
想
起
さ
せ
た
。
生
命
あ
る
も
の
・
な
い
も
の
、
名
前
を
持
つ
も
の
・
持
た
ぬ
も
の
、
か
た
ち
の
あ
る
も
の
・
な
い
も
の
―
―
そ
う
い
う
す
べ
て
の
物
事
や
事
象
を
か
た
は
し
か
ら
飲
み
込
み
、
無
差
別
に
咀
嚼
し
、
排
泄
物
と
し
て
吐
き
出
し
て
い
く
巨
大
な
吸
収
装
置
だ
。
そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
は
ビ
ッ
グ
ブラザーとしてのマス・メディアだ。
 
お
そ
ら
く
、
村
上
は
一
九
八
八
年
か
ら
八
九
年
に
か
け
て
実
感
し
た
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
吸
収
力
、
そ
し
て
そ
れ
が
個
人
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
与
え
る
影
響
を
異
常
な
体
験
と
し
て
感
じ
て
お
り
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
現
実
の
異
常
さ
や
マ
ジ
カ
ル
な
側
面
と
し
て
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
で
描
い
て
い
る
。
要
す
る
に
、
テ
レ
ビ
の
画
面
を
通
し
て
現
実
に
闖
入
し
て
く
る
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
に
襲
わ
れ
る
「
僕
」
の
幻
想
的
な
要
素
に
満
ち
た
話
は
、
ビ
ッ
グ
ブ
ラ
ザ
ー
的
な
存
在
で
あ
るマスメディアによって支えられている消費社会に『ノルウェイの森』の
成
功
に
よ
っ
て
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
っ
た
と
い
う
作
者
の
恐
ろ
し
い実体験を、魔術的リ リズムの手法を用いることによって〈リアル〉に描写した作品ではないだろうか。
 
 
三
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
作
者
の
「
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
 
 
寺尾
隆
吉
（３０）
によれば、幻想的
な要素
を用いることによって
「魔術
的リ
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リ
ズ
ム
は
最
終
的
に
現
実
世
界
か
ら
独
立
し
た
架
空
世
界
を
作
り
上
げ
る
」
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
「
現
実
か
ら
完
全
に
切
り
離
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
は
な
い
」
と
い
う
。
つ
ま
り
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
は
「
「
異
常
」
が
「
普
通
」
と
化
し
た
世
界
を
作
る
こ
と
で
、
日
常
世
界
の
「
普
通
」
が
「
普
通
」
に
見
え
な
い
よ
う
に
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
小
説
内
に
描
か
れ
た
（
一
見
す
る
と
）
常
軌
を
逸
し
た
事
件
は
、
象
徴
的
に
現
実
世
界
を
照
射
し
、
普
通
に
は
見
え
な
い
現
実
世
界
の
隠
れ
た
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
」
方
法
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
あ
る
種
の
リ
ア
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
従
っ
て
、
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
幻
想
的
な
要
素
は
単
な
る
娯
楽
性
で
は
な
く
、
読
者
に
現
実
を
見
る
た
め
の
新
し
い
視
点
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
者
の
社
会
へ
の
貢
献
を
可
能
と
す
る
道
具
と
な
っ
て
い
る
。
本
論
の
冒
頭
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
に
描
か
れ
て
い
る
当
時
の
日
本
社
会
の
有
様
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
有
効
な
指
摘
が
さ
れ
て
き
た
。
その中でも、本論では村上春樹の多くの作品に共通する〈個
人対社会〉
という論点に絞って考察を行う。
 
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
の
主
人
公
は
結
婚
し
て
お
り
、
仕
事
を
し
て
い
る
普
通
の
男
性
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
妻
も
含
め
、
周
囲
の
人
々
と
上
手
く
交
流
で
き
な
い
寂
し
い
人
間
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
方
で
、
妻
と
の
擦
れ
違
い
の
生
活
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
疎
外
感
の
結
果
だ
と
解
釈
で
き
る
の
だ
が
、
他
方
で
は
「
僕
」
自
身
の
〈
時
代
遅
れ
〉
な
態
度
か
ら
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
る
。
意
識
的
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
わ
な
い
、
テ
レ
ビ
を
買
わ
な
い
な
ど
の
行
為
か
ら
、
「
僕
」
は
周
り
の
人
々
に
「
未
成
熟
な
段
階
に
あ
る
」
（
第
九
章
）
と
判
断
さ
れ
、
変
人
と
し
て
扱
わ
れ
て
し
ま
う
。
「
僕
」
は
こ
の
状
況
に
対
し
て
特
に
抵
抗
を
見
せ
な
い
が
、
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
の
登
場
に
よ
っ
て
自
分
の
現
実
と
妻
や
同
僚
た
ち
が
認
識
し
て
い
る
現
実
と
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
と
、
世
界
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
よ
う
に
感
じ
、
混
乱
し
て
し
ま
う
。
〈
僕
〉
の
疎
外
感
に
ついては栗坪
良
樹
（３１）
が既に指摘した
が、メディアが引き起こ
す疎
外感と
いう問題
についてより詳しく論じてみよう。
 
一
九
八
〇
年
代
の
中
頃
に
書
か
れ
た
『
テ
レ
ビ
メ
デ
ィ
ア
の
社
会
力
』
に
お
い
て、藤
竹
暁
（３２）
は、テレビ文化の
拡散
が社会にもたらした影響
の一
つとし
て
「
社
会
的
距
離
の
喪
失
」
と
い
う
現
象
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
ご
く
簡
単
に
言
う
と
、
テ
レ
ビ
を
観
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
日
本
社
会
が
同
じ
共
感
性
、
共
鳴
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
」
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
だ
が
、
テ
レ
ビ
が
「
社
会
的
距
離
」
を
喪
失
さ
せ
る
作
用
を
演
ず
る
反
面
、
テ
レ
ビ
文
化
を
共
有
し
な
い
人
た
ち
に
「
社
会
的
距
離
」
を
感
じ
さ
せ
る
と
い
う
、
諸
刃
の
剣
的
現
象
と
な
っ
て
い
る
。
〈
時
代
遅
れ
〉
と
判
断
さ
れ
、
変
人
扱
い
さ
れ
て
い
る
「
僕
」
は
や
は
り
、
こ
う
い
っ
た
「
社
会
的
距
離
」
を
感
じ
て
い
る
（
或
い
は
感
じ
さ
せ
て
い
る
と
言
っ
た
方
が
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
）
人
間
の
代
表
で
あ
る
。
「
僕
」
の
こ
の
よ
う
な
社
会
か
ら
一
歩
離
れ
た
状
態
は
彼
自
身
の
選
択
に
よ
る
意
識
的
な
行
為
で
あ
る。矢野
利
裕
（３３）
が指摘したように、
「僕」以外の作中人物達
は、
「消費
活
動
か
ら
日
々
の
仕
事
ま
で
、
与
え
ら
れ
た
〈
環
境
〉
を
効
率
よ
く
こ
な
す
」
人
々、
いわゆる
「
〈意思〉
なき
主体」
であるのに対し、
「僕
」
は自ら
「社
会
的
距
離
」
を
置
い
て
お
り
、
こ
の
与
え
ら
れ
た
環
境
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
のではなく 「一応自らの〈意思〉を持って行動している」者である。そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
自
分
の
〈
意
思
〉
と
意
識
を
守
っ
て
き
た
「
僕
」
も
最
終
的
に
は
「
他
の
み
ん
な
」
と
同
様
に
、
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
に
象
徴
さ
れ
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
洗
脳
さ
れ
、
つ
ま
り
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
化
」
（
矢
野
）
さ
れ
て
し
まうという残酷な運命を辿る。
「僕」
の視聴覚的に表現され
ている
「Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
化
」
し
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
は
矢
野
が
既
に
詳
し
く
論
じ
て
い
る
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 た
め
、
こ
こ
で
は
「
僕
」
の
意
識
に
お
け
る
変
化
に
焦
点
を
当
て
て
確
認
し
て
い
くことにしよう。
 
主
人
公
の
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
化
」
は
、
〈
テ
レ
ビ
〉
と
そ
の
画
面
か
ら
通
り
抜
け
出
て
く
る
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
達
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
。
妻
の
帰
宅
を
待
っ
て
い
る
「
僕
」
は
、
話
を
続
け
な
け
れ
ば
自
分
も
周
り
の
人
々
と
同
様
に
死
ん
で
石
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
怖
い
夢
を
見
る
。
こ
の
夢
の
内
容
か
ら
は
、
「
僕
」
は
発
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
「
意
思
」
を
守
り
続
け
、
そ
れ
を
周
り
に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
よ
く
理
解
で
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
実
際
に
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
に
話
し
か
け
ら
れ
る
と
、
「
僕
」
の
抵
抗
力
は
次
第に弱まっていき、結局自分の「意思」を守ることに失敗してしまう。
 
目
が
覚
め
た
「
僕
」
は
テ
レ
ビ
が
つ
い
て
お
り
、
そ
の
画
面
の
中
で
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
達
が
必
死
に
作
業
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
「
僕
」
の
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
化
」
を
示
す
最
初
の
段
階
と
し
て
、
「
僕
」
は
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
に
話
し
か
け
ら
れ
、
「
我
々
は
飛
行
機
を
作
っ
て
い
る
ん
だ
」
（
第
一
二
章
）
と
教
え
ら
れ
る
。
「
僕
」
は
最
初
、
「
飛
行
機
に
は
と
て
も
見
え
な
い
」
と
言
い
返
し
、
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
に
対
し
て
自
分
の
「
意
思
」
を
守
ろ
う
と
す
る
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
が
言
う
こ
と
に
完
全
に
誘
導
さ
れ
て
し
ま
い
、
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
に
言
わ
れ
る
こ
と
を
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
な
る
。
テ
レ
ビ
の
画
面
を
見
続
け
る
「
僕
」
は
「
奥
さ
ん
は
も
う
帰
っ
て
こ
な
い
」
と
告
げ
ら
れ
る
と
、
そ
れ
は
「
と
て
も
平
板
で
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
な
い
」
と
感
じ
て
、
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
に
言わ たことに納得していないように描かれている。
だが、
次第に
「そ
う
か
も
し
れ
な
い
な
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
最
終
的
に
は
「
僕
」
は
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
に
与
え
ら
れ
て
い
る
現
実
を
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
し
ま
い
、
自
分
の
「
意
思
」
を
失
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
、
「
僕
の
手
の
ひ
ら
は
い
つ
も
に
比
べ
て
少
し
縮
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
」
て
お
り
、
「
言
葉
は
消
え
て
な
く
な
っ
て
し
ま
」
う
と
、
視
聴
覚
的
に
も
表
現
さ
れ
て
お
り
、
「
僕
」
の
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
化
」
が
完
成
し
てしまう。
 
ボードリヤ
ー
ル
（
３４）
は、〈メディアは
メッセージである〉と
いう、
マク
ル
ー
ハ
ン
の
公
式
を
借
り
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
社
会
的
役
割
は
「
世
界
が
も
っ
て
い
る
現
実
に
生
き
ら
れ
た
―
一
回
限
り
の
―
出
来
事
と
し
て
の
性
格
を
中
和
し
、
互
い
に
意
味
を
補
完
し
合
い
指
示
し
あ
う
同
質
な
各
種
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
な
る
多
元
的
な
世
界
で
現
実
の
世
界
を
お
き
か
え
て
し
ま
う
こ
と
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
「
各
種
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
互
い
に
同
じ
内
容
に
な
っ
て
しまう」
と加えており、
それが
「消費社会の全体主義
、、、、、
的「メッセージ、、
、、、、、
」」
（
傍
点
原
文
）
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
及
び
テ
レ
ビ
も
一
貫
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
あ
る
種
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
を
伝
達
す
る
組
織
に
他
な
ら
な
い
と
理
解
で
き
よ
う
。
要
す
る
に
、
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
に
言
わ
れ
る
ことに対して次第に抵抗力を失っ 「ＴＶピープル化」していく「僕」と
、
既
に
自
分
の
「
意
思
」
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
「
僕
」
の
周
り
の
人
々
の
こ
の
話
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
戦
略
的
に
行
っ
て
い
る
視
聴
者
の
「
洗
脳
」
（
あ
る
いは栗坪によれば〈マイ
ンド
コントロー
ル
〉
（３５）
）というプロセス
、いわ
ゆる我々 現実の有様を描いていることが十分に考えられる。
 
我
々
を
洗
脳
し
て
し
ま
う
こ
の
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
達
の
モ
チ
ー
フ
か
ら
誕
生
し
た
の
が
『
１
Ｑ
８
４
』
の
「
リ
ト
ル
・
ピ
ー
プ
ル
」
で
あ
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
社
会
が
内
包
し
て
い
る
暴
力
性
の
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
『
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
』
（
講
談
社
、
一
九
九
七
年
）
や
日
本
の
歴
史
の
中
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
」
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
『
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
（
新
潮
社
、
一
九
九
四
～
九
五
年
）
が
村
上
春
樹
の
文
学
の
タ
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 ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
村
上
は
も
っ
と
早
い
時
期
か
ら
自
分
が
生
き
て
い
る
社
会
へ
関
心
を
示
し
て
い
た
。
「
個
人
に
な
り
た
い
」
と
い
う
、
多
く
の
若
者
が
持
っ
て
い
る
願
望
を
叶
え
て
く
れ
な
い
「
高
度
資
本
主
義
社
会
」
の
統
一
性
か
ら
受
け
て
い
る
影
響
、
そ
し
て
そ
の
危
険
性
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
「
踊
る
小
人
」
や
『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』
の
「
羊
」
の
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
初
期
の
村
上
文
学
に
既
に
存
在
し
て
い
る
。
「
僕
」
が
洗
脳
さ
れ
て
し
ま
う
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
の
話
に
お
い
て
、
メ
デ
ィ
ア
の
特
徴
で
あ
る
「
吸
収
力
」
が
寓
話
化
さ
れ
て
い
る
一
方
、
こ
の
集
団
主
義
的
な
社
会
の
中
に
お
い
て
自
分
の
居
場
所
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
個人の不幸も描かれている。
 
「
僕
」
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
達
は
「
他
の
み
ん
な
」
に
も
見
え
て
い
る
は
ず
だ
が
、
彼
ら
は
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
達
の
存
在
を
自
然
に
受
け
入
れ
ており、「僕」のようには怖い目に一切遭わないようである。つまり、彼
ら
は
多
く
の
国
民
の
よ
う
に
、
こ
の
社
会
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
状
況
に
違
和
感
な
く
納
得
し
、
そ
の
中
で
そ
れ
な
り
に
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
村
上
春
樹
は
、
「
時
代
遅
れ
」
と
さ
れ
て
い
る
「
僕
」
の
視
点
か
ら
当
時
の
社
会
の
状
況
を
語
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
に
潜
在
し
て
い
る
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
の
存
在
を
可
視
化
し
、
既
に
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
化
」
さ
れ
始
め
た
可
能
性
がある読者
に
は
（３６）
、魔術的リアリズ
ムの手法を用いることに
よっ
て現実
を
見
る
た
め
の
新
し
い
視
点
を
提
供
し
た
。
ま
た
、
個
人
が
こ
の
社
会
に
潜
ん
で
い
る
見
え
な
い
力
に
襲
わ
れ
、
〈
吸
収
〉
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
と
強
調
す
る
点
に
着
目
す
る
と
、
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
と
最
近
の
村
上
春
樹
の
小
説
と
の
繋
が
り
が
見
え
て
く
る
。
一
九
九
七
年
に
始
め
て
刊
行
さ
れ
た
『
約
束
さ
れ
た
場
所
で
 underground2 』
の
冒
頭
に
寄せ
て
い
る
「
ま
え
が
き
」
に
お
い
て
村
上
は
以
下のように述べて
い
る
（３７）
。
 
も
う
ひ
と
つ
、
私
が
「
オ
ウ
ム
側
」
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
み
よ
う
か
と
思
っ
た
の
は
、
「
結
局
あ
れ
だ
け
の
事
件
が
起
っ
て
も
、
そ
れ
を
引
き
起
こ
し
た
根
本
的
な
問
題
は
何
ひ
と
つ
解
決
し
て
は
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
危
機
感
の
よ
う
な
も
の
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
続
け
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
日
本
社
会
と
い
う
メ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
か
ら
外
れ
た
人
々
（
と
く
に
若
年
層
）
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
有
効
で
正
常
な
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
＝
安
全
ネ
ッ
ト
が
日
本
に
は
存
在
し
な
い
と
い
う
現
実
は
、
あ
の
事
件
の
あ
と
も
何
ひ
と
つ
変
化
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。
そ
の
よ
う
な
本
質
的
な
、
重
大
な
欠
落
が
我
々
の
社
会
に
ブ
ラ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
限
り
、
た
と
え
こ
こ
で
オ
ウ
ム
真
理
教
と
い
う
集
団
を
潰
し
た
と
し
て
も
同
じ
よ
う
な
組
成
の
吸
引
体
―
―
オ
ウ
ム
的
な
る
も
の
―
―
は
ま
た
い
つ
か
登
場
し
て
く
る
だろうし、同じような事件はもう一度起こるかもしれない。
 
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
の
主
人
公
も
村
上
が
言
う
「
メ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
か
ら
外
れ
た
」
人
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
信
者
た
ち
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
の
「
僕
」
は
結
局
、
自
分
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
「
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
」
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
体
現
し
て
い
る
「
メ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
」
＝
日
本
社
会
に
吸
引
さ
れ
、
自
分
の
「
意
思
」
を
失
っ
て
し
ま
う
。
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
後
、
村
上
は
「
個
人
対
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
積
極
的
に
取
り
扱
う
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
書
か
れ
た
「
踊
る
小
人
」
や
『
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
』
に
お
い
て
も
同
様
な
社
会
問
題
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
メ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
」
に
暴
力
的
に吸収されてしまう個人の話である「ＴＶピープル」において村上は、自
身
の
体
験
を
通
し
て
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
に
よ
っ
て
明
快
に
な
っ
た
社
会
問
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 題
を
八
〇
年
代
末
と
い
う
、
随
分
早
い
段
階
で
意
識
し
、
ま
た
そ
れ
を
幻
想
的
な
要
素
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
視
化
す
る
と
い
う
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
手
法をとって読者に呼びかけている。
 
 
お
わ
り
に
 
 
本
論
で
は
、
日
常
的
な
要
素
と
非
日
常
的
な
要
素
を
同
時
に
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
を
新
た
な
視
点
か
ら
描
こ
う
と
す
る
文
学
手
法
で
あ
る
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
論
点
か
ら
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
に
見
ら
れ
る
村
上
春
樹
の
〈
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
〉
、
つ
ま
り
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
リ
ア
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
村
上
春
樹
の
作
品
に
お
い
て
、
幻
想
的
な
要
素
は
不
可
欠
だ
が
、
そ
れ
は
読
者
に
単なる娯楽性を与えるだけに留まらない。
 
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
の
分
析
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
村
上
春
樹
の
幻
想
的
な
要
素
を
リ
ア
リ
ズ
ム
と
混
合
さ
せ
る
と
い
う
手
法
が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
か
ら
世
界
に
広
ま
っ
た
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
同
様
で
あ
り
、
作
者
の
〈
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
〉
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
幻
想
的
な
要
素
を
用
い
る
こ
と
は
、
作
者
の
現
実
か
ら
の
〈
デ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
〉
で
は
な
く
、
逆
に
社
会
へ
の
〈
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
〉
の
道
具
と
な
っ
て
い
る
。
非
日
常
的
な
存
在
で
あ
る
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
の
突
然
の
登
場
は
、
極
め
て
幻
想
的
で
不
条
理
で
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
作
者
自
身
の
非
日
常
的
な
体
験
を
よ
り
現
実
的
に
描
く
た
め
に
最
も
相
応
し
い
方
法
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
作
者
の
〈
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
の
道
具
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
村
上
春
樹
は
他
の
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
作
家
と
同
様
に
、
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
の
批
評
者
た
ち
が
提
唱
し
た
「
異
化
」
を
想
起
さ
せ
る
手
法
を
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
の
基
本
的
な
手
法
と
し
て
用
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
村上春樹は〈普通〉のものである〈テレビ〉をその視聴者である「僕」に
話
し
か
け
、
自
ら
行
動
を
と
る
よ
う
に
設
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
は
や
〈
普
通
〉
に
見
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
現
実
を
「
異
化
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
者
は
読
者
に
現
実
を
見
る
た
め
の
新
た
な
視
点
を
提
供
し
、
社
会
と日常の現状を考え直すようと呼びかけを行っている。
 
日
本
に
お
け
る
村
上
春
樹
研
究
に
お
い
て
馴
染
み
の
薄
い
〈
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
と
い
う
視
点
は
、
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
幻
想
性
を
強
調
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
現
実
へ
の
言
及
と
現
実
的
な
枠
組
み
を
重
視
し
、
そ
れ
を細かに分析すること
によって、幻想的なテクストが持つリアリティ、
ま
た
は
作
者
の
現
実
と
の
関
わ
り
方
を
理
解
す
る
た
め
の
有
効
な
方
法
だ
と
考
え
られる。
 
  注
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行為は、
村上小説の
重要なパター
ンの
一つであ
る」
と
指摘し
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、
村上作
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コミ
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追
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一一年
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ラテ
ンアメ
リ
カ
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ジッ
ク
リア
リズ
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錯＝
の技
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多
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り入
れ
られ
てい
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村
上の
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と「マ
ジック
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リズム」
にも触
れてい
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ャリズム
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上
春
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国
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イ
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一
一年
一月
、三
六
～四
四
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11）
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ＴＶピープル
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春樹『ＴＶ
ピープル』文
芸春
秋、一九
九三年
、九～
五一頁
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（
12）およそ百年に渡る歴史
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〇〇〇
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ユ
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四
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、
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ル
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年の孤
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（
13）都甲幸治「ラテンアメ
リカを
引き継ぐ―ジュノ・ディア
ス『オ
スカー・
ワ
オ
の短
く凄
ま
じい
人生
』と
北
米の
魔
術的
リア
リ
ズム」
（『
ユリ
イカ』
第
四
六
巻第
八
号、
二〇
一
四年
七月
号、
特
集「
ガ
ルシ
ア＝
マ
ルケ
ス―
『百
年
の孤独』
は語り
つづけ
る」一
三八
～一四七
頁）
 
（
14）河野至恩「マジカル・
リアリ
ズム」という記号、世界文
学を通
して知る
〈世界
〉」（『
ユリイ
カ』
第四
六巻
第八号、
二〇一
四年七
月号、
特
集
「ガル
シア＝マ
ルケ
ス―
『
百年
の
孤独
』は
語
り
つづ
け
る」
、一
四
八～
一
五四
頁
） 
（
15）木村
榮一・
平田渡
訳（水
声社
、一九九
二年、
一二頁
）
 
（
16）
寺尾隆
吉によ
れば、
カルペ
ン
ティエー
ルのい
う
〈驚異
〉
とは、
「現実
（の
観
念
）の
変
質、
現実
の
それ
まで
気づ
か
れな
か
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の
啓示
、思
いも
よ
ら
ぬ
現実
世
界の
豊か
さ
の発
見に
よっ
て
誘発
さ
れる
もの
で
あり
、そ
れが
人
の内面に
引き起
こす精
神的高
揚に
よって認
識され
る」
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。（前
掲
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術的リア
リズム
 
二〇
世紀の
ラテ
ンアメリ
カ小説
』五三
頁）
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文学
界』一九
九七年
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、二七
〇～
二八〇頁
）
 
（
18）
他には、
以上で触れ
た野矢文明に
よる村上
春樹『世界
の終わりとハ
ード
ボ
イ
ルド
・
ワン
ダー
ラ
ンド
』論
や笙
野
頼子
の
小説
にお
け
る魔
術的
リア
リ
ズム論も
存在す
る。
 
（
19）同（
注
10）
 
（
20）
結
城
英
雄
訳
『
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
 
自
意
識
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
理
論
と
実
際
』
（泰流社
、一九
八六年
、二四
頁）
 
（
21）
W
endy B. Faris, "The 
Question of the Other: Cultural Critiques of M
agical 
Realism", Janus Head 5/2, 2002, pp.101-119. 引
用は私
訳によ
る。
 
（
22）
W
endy B. Faris "Scheherazade's Children: M
agical Realism and Postmodern 
Fiction" in Lois Parkinson Zamora and W
endy B. Faris (eds.) M
agical Realism 
Theory, History, Community, Duke Univ. Press, 1995, pp.163-190. 
（
23）例えば、ネイピア（同（注
5））は、村上作品の中心となる普遍
的な
話
題
と
して
現
代の
日本
社
会を
生き
てい
る
個人
の
アイ
デン
テ
ィテ
ィ形
成の
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。
マ
シ
ュ
ー
・
Ｃ
・
ス
ト
レ
ッ
カ
ー
も
ま
た
論
文
"M
agical 
Realism and the Search for Identity in the Fiction of M
urakami Haruki" (The 
Journal of Japanese Studies, 25/2, Summer, 1999, pp. 263-298) に
おいて
、村
上
の
作家
と
して
のレ
ー
ゾン
デー
トル
は
敗戦
後
に生
まれ
た
世代
が直
面し
て
い
る
アイ
デ
ンテ
ィテ
ィ
形成
の問
題だ
と
強調
し
てい
る。
な
お一
九七
〇年
代
に
失
われ
た
アイ
デン
テ
ィテ
ィを
取り
戻
すた
め
、村
上は
魔
術的
リア
リズ
ム
と
い
う手
法
を通
して
、
過去
の歴
史を
新
たな
視
点か
ら語
ろ
うと
して
いる
と
述べてい
る。
 
（
24）
河合隼雄
・村上春樹
『村上春樹、
河合隼雄
に会いにい
く』（新潮社
、一
九九六年
、一四
～一五
頁）
 
（
25）
『遠い太
鼓』からの
引用は全て村
上春樹『
遠い太鼓』
（講談社、二
〇〇
三年）に
拠る。
 
（
26）
「復活へ
の告知―『
遠い太鼓』論
―」（『
村上春樹
×
九〇年代』第
三書
館、一九
九四年
、一一
一～一
一七
頁）
 
（
27）「解
題」（
『村上
春樹全
作品
1990 ～
2000 
①
』講談
社、二
〇〇
二年、二
九四頁）
 
（
28）
今井清人
「
どこから
やってきたの
か―リト
ル・ピープ
ル論」（今井
清人
編
『村
上春樹
スタデ
ィー
ズ
2008-2010 』
若草
書房
、
二〇
一一年
、
二
五
一～
二
六
四頁
）
。初
出『
１
Ｑ８
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タデ
ィ
ーズ
Ｂ
ＯＯ
Ｋ１
』
（若
草書
房、
二
〇〇九年
）。
 
（
29）同右
 
（
30）
前掲
『魔術
的リア
リズム
 
二
〇世紀の
ラテン
アメリ
カ小説
』（
一二九～
一
三〇頁）
 
（
31）同（
注
3）
 
（
32）第四
章「テ
レビの
社会力
」（
有斐閣、
一九八
五年、
二〇三
～二
〇四頁）
 
（
33）同（
注
4）
 
（
34）ジャン・ボードリヤール
（今
村仁司・塚原史訳）
（『消費社会の
神話と構
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（
Jean Baudrillard, La Société de consom
m
ation, 1970 ）
紀
伊
國屋書
店、二〇
〇九年
、一七
七頁）
 
（
35）同（
注
3）
 
（
36）
矢野利裕
は作品の構
造に着目し、
「テクス
トの全体を
見渡すことが
でき
な
い
よう
に
なっ
てい
る
螺旋
構造
は、
読
者が
す
でに、、、
ＴＶ
ピ
ープ
ル化
して
い
る
可
能性
を
たえ
ず示
唆
し続
ける
構造
と
なっ
て
いる
」（
傍
点原
文）
と指
摘
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 した。（
同（注
4））
 
（
37）
『約束さ
れた場
所で
 
underground2 』
（
文藝春
秋、
一九
九九年、
一二～一
三頁）
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